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私の提 案

ー将来への問題点

九外・I大学名営教授

遠城寺 宗 應,'ー

I. 学校給食のねらい

学校給食は、今から 170年以前、 1795年にドイ

ツ、 ミュンヘ ンで、貧困児童いわゆる欠食児に対

する救済ないし慈善事業として、はじま ったとい

われる 。その後も長〈、この発想が拭いきれなか

ったのであ るが、わが国のように社会も食柑も 豊

かになり、欠食児童などはほとどんな〈な った現

今では、 学校給食のねらいも、当然変らなくては

ならない。すなわち、栄接の量的補給というより 、

質的に均衡のとれたよい栄養をということが、給

食のねらいで、その食事教育こそが、大きな任務

でなければな らな いとおもう 。

発達栄蓑学的に考察すれば、小児期の栄蓑は、

社会、成人の栄蓑に通ずるもので、高血圧、肥満

症や糖尿病などの成人病の発生やその予防のため

に、 学童期か ら正しい食事のとり方を教える、教

育的意義を、学校給食のも っとも重要なねらいと

すべきであろう 。

作物に肥料のやり時ということがあるように、

人間でも、発育のスパート期にあたる中学校時代

がまさに肥料のやりどきなのである 。この教育栄

養学的にみた考えが一つ。

第二には、教育的見地からである 。学校給食が、

正しい食事栄養の教育 という大きな使命をも って

いる以上、教育には、大人に近づいた中学生の時

期を看過してはいけないとおもう 。

昭和45年度までに、 中学校 100%の給食実施と

いうのが目標だときいているが、今後一層の努力

を期待してやまない 。

3. 学校食堂を作りたい。

2. 中学校給食の普及

現今、小学校では、給食が大いに普及したが、

中学校での給食はまだ少いようである 。昭和41年

5月の調査では、小学校の給食実施率は90.9%で

あるに対し、中学校では77.8%、と〈に、完全給

食を実施している学校は、小学校が68.3%である

に対し、中学校では、 29.8%、すなわち 3分の 1

にたりないのである 。私は、給食はむしろ中学校

の方がたいせつだと考えるのである 。その理由は

二つある 。

給食となると、各教室で、机の位箇を変えたり

して、即席食堂にする 。そうして、食べるものは、

パケツで運んでくる 。こんな殺風景なやり方では、

食事教育の場としてどうであろうか。

食事のときは、学友同志が、そうして先生とい

っしょに、楽し〈語 り合いながら、食事をすると

ころがほしい。同じ釜のめしを食った、あの雰囲

気が教育にはたいぜつなのである 。数年前、私は、

ロンド ンのある小学校を見学したとき、ち ょうど

昼食の時間であ った。広い食堂で、 400人〈らい

の全校生徒が食事をしていた。壁には、美し い油

絵がかけられ、きれいな花が飾られ、かすかなる

音楽が流れる中で、こどもたちは 、静かに校長先

生以下職員の先生と楽しそうに、語りながら食事

をしていた 。なごやかな情景であ った。私は、こ

ういうふうにして、英国紳士や淑女ができるのだ

なあとおも った。

校長さんに、私はたずねた 。こんな食事のお行
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儀は、どういうふうにして、教えられるのですか。

校長日く、学校ではなにも教えない。学校に来る

までに、みんな家庭で身につけてくるのです。私

は恥しい気がした 。こんなことは家庭の教育の こ

とかも知れないが、人と交る教育の場として、学

校にも、こんな楽しい食堂がぜひほしいとおもっ

た。 しかし、今の日本では、全校生徒が一堂に会

するような大きな食堂を学校ごとにつくることは

無埋かも知れないから、せめて、小さい優美な楽

しい食堂を一つだけでもつくって 、各クラス のこ

どもが交替に、 1か月に 1度〈らいでも、そこで

給食をとるようにしたいものである 。

当路の方々に切にお願いする次第である 。

なお、家庭の方々にも、私は、次のようなこと

を提言 したいのである 。

小学校の児童、とくに低学年においては一般に

午前中に作業が多く、精力を消特するようである 。

それで、栄養的立場からいえば、朝食にいちばん

力をいれることが肝要だとおもわれる 。朝寝など

して、朝食を食べずに登校して〈る生徒は栄養的

によくない。

家庭において、 朝食をも っと重視して、栄養価

にとんだものを朝食べるようにすることが、こ ど

もの成長教育にぜひ必要なことである 。そのため

に、お父さんやお母さんは、もう少し早く起きて、

なるぺ〈、 一家団染の朝食をともにするような生

活習憫を提奨したいのである 。

4. 牛乳 （脱脂乳）の有効性

学校給食において、目にみえて有効なものに、

牛乳に匹敵するものはないだろう 。それで、私は

完全給食ができない山村などでは、牛乳だけでも、

学校でやるようにしたらよかろうといっている。

脱脂乳も脂肪分がないだけで、これを適当に補給

すれば、栄養的には優秀なものである 。学校給食

で脱脂乳が敬遠されるのは、味が、牛乳よりまず

いということらしいのであるが、この味をよくす

る工夫が、こんごの学校給食の課題であろう 。

5. 給食センター

愛情をこめて 、母が作ったもの、あるいは各学

校で、個々に作る のがよいのはもちろんであろう

が、経費の都合や、材料購入等の関係からいえば、

共同調理の方がよいようである 。そうして 、機動

力を駆使して、迅速にこれを各学校に配る。各学

校には、配膳室または給食室があって、冷えない

ようにして、生徒に与える 。

さらに各学校の給食室では、配られてきたもの

に多少の味つけ、多少の色つけをして、各学校の

特殊性ないし自主性を残すようにしたい。

給食センターか、各校別給食室か、二者択ーで

はないのである 。両者とも必要なのである 。

今後の研究課題として、食器の問題がある。給

食の容器やフォーク、ナイフ等をもっと文化的の

ものにしたい。 もちろん、洗絲等の際に割れたり、

かけたりしないことか、条件であろうが、家庭に

おける容器や器具の改良という見地か らも 、日 本

人に適した用具を考えたい。

6. 家庭を通じての気持で

学校給食の栄養は 、こどものとる栄養のせいぜ

い十である 。これだけで、こどもの体位をあげる

ことは無理である 。 どうしても、家庭を通じて、

給食の効果を発現できるように、給食関係者が謙

虚な気持で、 “家庭とともに"という考えに微す

ることが必要である 。

いままでの給食は、どちらかといえば、き めら

れた献立表によ って、湘食べさせる、というやり方

であ った。食べる本人たるこどもがよろこんでい

るかどうか。満足しているかどうか。この辺の こ

とがあまり顧應されていない場合が多かったので

はないか。また、家庭のお母さんたちが、どう考

えているかということなどもしんしゃくして、給

食のやり方を考えていかなければならないのでは

なし、か。

学校給食は変遷して 、そ のねらいやや り方も違

ってきた。これから、新しい考え方と新しいいき

方で進まなければならない。
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子 どもの体力づく りをめざして

ー業間時における体力づ くりの活動一

千葉市立弥生小学校

深 山 栄

1 はじめに （実践活動の意図）

(1) 体育科の目標から

・改訂指＃要領の総則に「体育」の項が設けられ、

「体育に関する指森は 、学校の教育活動全体を

通じて適切に行なうものとする」とな っている 。

この趣旨を十分生かすために、教科体育の充実

はもちろんであるが、特別活動、業間時、放課

後活動・・・…など、あらゆる機会を学校生活の中

でとらえて、心身共に健全なる児童に育成すぺ

〈努力しなければならないと考える 。

(2) 社会的傾向から

・家庭生活や社会生活などの変化にともない体力

のない子どもが増加していることは一般的傾向

であり、本校児童の日常生活（児童の実態参照）

の中でもこうした欠陥がみられる 。

これは、社会生活の変化にともなう文化生活

の向上により、運動場面の減少や、体力を高め

る機会が制約されてきていることに起因してい

るといえる 。こうした環境の 中で成長している

子 どもたちにと って、 「体力がない」というの

も当然な結果であろう 。

このようなこ とから、 子ど もたちに体力づく

りのための環境や機会を与えてやることが我々

教師の責任である と考える 。

(3) 児童の実態から

本校児童の実態を各項目にわたり諸調査した結

果をみると、大要次のようなことがいえる 。

・全般的に小つぶな感じである 。

• 学級には 2-3名の肥満児がいる 。

・全校集合などで、貧血で倒れる者がいる 。

・保健室でねている者がときどき見うけられる 。

• 比較的小柄な児童が技能的に すぐれてい る。

・マ ット運動やとぴ箱運動を好み、巧緻性にすぐ

れている 。

• 柔軟性や筋カ ・筋持久力が全体的に劣っており、

自分の体を支えきれない者が多い。

(4) 地域の実態から

• 西千葉文教地区にあり、主として住宅地である

が、商店なども増加している 。しかし、都市中

央部のドーナッ現象により、児童数は年々減少

の傾向にある 。

• 会社員、勤人の家庭が多く、近年両親が慟いて

いる家庭が多くなってきている 。

・過保護的な養育がみられ、教育に対する関心度

も高いが、内容・方法については学校一任の傾

向が強い。

・体育に対しての関心度は高ま ってき ており、 子

どもたちを意欲化させる方向に向いている 。

2 児童の実態

(1) 児童の体位およぴスボーツ能カテスト結果の考

察

① 本校児童の体位について見ると

・身長は、 一見小つぶに見えるが、 4年男子を

除き特に全国、市の平均よりも劣る学年はな

いが、どの学年にも目立って大きな者は見当

らない。 ・ 

• 特に胸囲は、男子で 4・6年が、女子は、 6

年を除き各学年が、全国平均、市平均よりも

劣って いる 。

② 運動能力、体力面については

• 6年生について見ると、反復横とぴ、背筋力、

立位体前屈、斜けん垂等が劣っているが、こ

のようなことは、他の学年においても同じよ

うに見られ、特に筋力、柔軟性が劣っている

ことが考えられる 。

3 実践
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(1) 業間体育のねらい

新指導要領の総則第 3の
1体カコース 1

「体育」の項で述べられて ◆ 〔がんばりコース〕 前期 後期

いるように、児童の体力向

上については、学校教育全

体の中で適切に行なわれな

ければならない 。 しかし各

教科、道徳、特別活動、学

級指森の四領域の中だけの

指導では児童の体力向上を

めざすという点では、意図

的、計画的にすすめるとい

うことがなかなか困難であ

る。

児童が自主的に体力づく

りにとりくみ、教師がその

効果をねら って計画的に

は進めていく場、時間として

これまでも、業間時間とし

てとりあげられてきた自由

時間、 さらに始業前、

昼休み、放課後などが考え

られるが、児童ー教師とい

う立場で考えられるのは、

やはり業間時に行なってい

る体育指導である。本校で

は、この業間体育の時間を

内容的にも方法的にも充実

させ、全校が体力向上にむ

かって活動しようとするね

らいを持っている 。

・体力づくりとしてのねら

いを持つ体操領域の中か

ら、それぞれの目的（調

整力、筋力、持久力）を

持った興味的な種目を全

学年 3種目ずつとりあげ、

学期毎に組みかえること

によってオールラウンド

の体力づくりをめざす。

・カ試し的に扱うことによ

って、児童に自己の体力

を自覚させ、自由に戸外

活動できる時間に積極的

にとり〈むよ ．うにさせる。

種目 A B C 種目 A B .c 

オットセイ歩 21-25 m 16-20m 10-!Sm 逆オ 1 トセイ 25m以上 16-24 m 15-7 m 

年 片 足 跳 8-10秒 11-13秒 14-16秒
両足(1屈5膝m 呵~跳 !Om以上 11-12m 13-!Sm 

蛙逆 立 16-20秒 11-15秒 6-10秒 蛙倒 立 30m以上 21-29m 20-llm 

膝立伏臥屈伸 50回以上 40-49回 30-39回 膝つき腕屈伸 50回以上 41-49回 40-39回

年
鉄棒ベクル 150回以上 130-149回 110-129回 腕支持両足跳 30回以上 26-29回 21-25回

蛙逆 立 21秒以上 16-20秒 11-15秒 蛙倒立足打ち 7回以上 5 -6回 3-4回

腕立伏臥屈伸 20回以上 15-19回 10-14回 足支持腕屈伸 16回以上 11-15厄l 6 -10回

肋木片手片足 30秒以上 20-29秒 10-19秒
連炉(2往0復")馬跳 18回以上 16-17回 14-15回

年

にわとり倒立 40秒以上 30-39秒 20-29秒 十字パランス 40秒以上 36-39秒 31-35秒

腕立足首保持 20回以上 15-19回 10-14回 2人(紐30上,,体)起 26回以上 20-25回 15-19回
四

懸肋屈垂伸木背面屈膝 30秒以上 20-29秒 10-19秒 指立伏臥屈伸 20回以上 15-19回 10-14回
年

ロシアダンス
にわとり倒立 1分以上 50-59秒 40-49秒 パランス 40秒以上 35-39匝l30-34回

騒て伏臥脚 120回 3S 2 S 1 S 十字伏臥屈伸 20回以上 15-19匝l10-14回
五サ腕立仰臥脚斜 40秒以上 30-39秒 20-29秒 倒立補助屈伸 18回以上 13-17匝l 8 -12回
年

伏臥手拍 7回以上 4-6回 1-3回 脚交互屈膝銚 50秒以上 41-49回 31-40回

9立伏臥脚屈 130回 3S 2 S 1 S 十字伏臥屈伸 25回以上 20-24回 15-19回
Iヽ 炉挙仰臥脚斜 46秒以上 36-45秒 26マ35秒 倒立補助屈伸 20回以上 15-19回 10-14回
年

腕子立伏臥手拍 7回連絞 4-6回 1-3匝l脚交互屈膝跳 1分以上 51-59秒 41-50秒

※動きはできるだけ正確に行なわせるようにし、上達したものは、セット数をふやし
体力を向上させるようにつとめる。セット間のインターバルは20秒とする。

I技能コース 1

◆ 〔鉄棒コース〕

特級 懸垂逆上り 一腕立前転連続一腕立後転連続

1級 伸膝逆上り 一腕立前転連続一腕立後転連続

2級 逆上り 一腕立前転連続一腕立後転連続

3級 足かけ上り一足かけ後転連続 3回

4級連続逆上り 4回以上 (10秒）

5級連続逆上り 4回以上

◆ 〔跳箱コース〕

特級開脚高さ 100cm 踏切90cm

1級 ,, " 100cm " 80cm 

2級 ” 
,, 90cm " 80cm 

3級 ,, " 80cm " 70cm 

閉脚 ” 70cm " 60cm 

台上前転" 60cm " 40cm 

1 年

• 懸垂振りを調子よ く

・足ぬ き回りを正、背面

連続

2 年

• 逆上りができ る

・足ぬ き回りを調子よ

く連続

1 年

・ ふみこし• またぎこ

しが調子よく続けら

れる 。

・ふみこし ・またぎこ
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・スボーツ領域の各領域から

それぞれの種目を とりあ げ

児童がどの種目にもとり＜

むことによ って、偏り のない

技能を身につけさせよ うと

する 。

・教師の指甜する日、児童が

自主的にとり くむ日と区別

して扱い、すすんで自己の

体力づ〈りに励むようにさ

せる 。

(2) 具体的な活動内容

① 業間時における体力づ〈

りについて

業間時間 (25分）を使用

し、全校児童を対象として

の体力づ〈り（技能づく り）

の活動を行なう 。

4級開脚 高 さ 70cm 踏切 60cm

5級" " 70cm " 50cm 

◆ 〔転回コ ース〕

特級 前転ー前転開脚ー前転伸膝一跳込み前転

1級後転ー後転開脚ー後転伸膝 倒立 5秒

2級前転伸膝連続一跳込み前転 倒立 3秒

3級後転開脚連続 3回 跳込み前転側転

4級 前 転 開 脚 連 続 3回側転3回

5級前後転連続

● 〔走コース〕 ◆ 〔ハー ドルう ース〕

男子 女子 男子 女子

特級 7.6秒以下 7.8秒以下 8.0秒以下 8. 4秒以下

1級 7. 7-7. 8 7. 9-8. 0 8. 1-8. 2 8. 5-8. 6 

2級 7. 9-8. 0 8.1-8. 2 8 3-8. 4 8. 7-8. 8 

3級 8 1-8. 3 8.3-8.4 8. 5-8. 6 8. 9-9. 0 

4級 8 4-8. 6 8. 5-8. 7 8. 7-9 0 9.1-9. 3 

5級 8. 7-8. 9 8. 8-9 0 9.1-9.5 9.4-9.6 

1・2年 かけ っこ まっ すぐに腕をよ 〈ふっ て走る。

しが リズ ミカルにできる 。

1・2年

• 前、横ころがり が、

まっす ぐに調子 よ 〈

できる 。

◆ 〔巾跳コ ース〕
男子 女子

4 Sm以上 4. 2m以上

4.4-4.2 4.1-4 

4 1-4 3. 9-3. 8 

3. 9-3 8 3. 7-3. 6 

3. 7-3. 5 3.5-3.4 

3.4-3.3 3. 3-3. 2 

両、片足でふみき ってとぶ。

• 朝登校後直ちに全貝が体育 、
③ 冬期の内容

ンーズン制及ぴグラン ドの状態によ って「なわとぴ」 「持久走」 の 実施
の服装になる 。

・業間時は レコードによ って

終始する 。

・運動場にでたら、学年単位

に集合し 、該当のゴースに

よって運動を行なう 。

・運動場 と施設、用具を体力

コース、技能コースに設定

して行なう 。

・技能コー スは 3年生以上を

直接対象とし、体カコース

は全学年を対象とする 。

• 1 -3年、 4-6年生を単

位 とし て、体カ コース、技

能コースを交互に行なう 。

・低・高別に毎週隔日（火、

木、土）に実施する 。

※印参照

② 検定制度の実施について

・体カコ ース 、技能コースの

到達基準について検定を実

施 し、合格者に賞を与える 。

・技能コー スについては、正

課時、業間時、自由時と随

時検定を実施し、体カコ ー

スについては、正確さを要

検定内容と進級カード

I弥生小 I氏名 l
種 目 回数 できた月日 合格印

20 1回せん2ちょうや 〈 両足とぴ前まわし 20 

19 ,, 両足とぴ後ろまわし 20 

18 1回せん 1ちょ うやく 両足とぴ前まわし 20 

17 ,, 両足とぴ後ろまわし 20 

16 2 0 -1 7までの連続組み合わせ 各20

15 かけ足 足ぶみとぴ前まわし 30 

14 ” 後ろまわし 30 

13 れんぞ くこうさとぴ（あやとぴ） 前まわし 20 

12 ’’ （あやとぴ）後ろまわし 20 

11 うでこうさとぴ（あやかけ）前まわし 20 

10 ” （あやかけ）後ろまわし 20 ， 1 5 -1 0までの連続組み合わせ 各20

8 スキ ップとぴ 前 ・後まわし 各20

7 脚横振 りとぴ ’’ 各20

6 追かけ脚前振 りとぴ ,, 各20

5 8-6までの連続組み合わせ 各20

4 片腕交互交叉 とぴ前 ・後まわし 各20

3 二重 と ぴ ,, 各20

2 はやぷさ 前まわし 10 

1 4-2までの連続組み合わせ 各10

特 0はやぷさ 0スキ ップ 0三重 とぴ

種 後ろまわし 直線とぴ 前 ・後まわし



7

求し、技能の進歩、体力の c 結果

向上の評価とする 。

• その他、シー ズン制におけ

る検定も実施する 。

・技能、体カコースについて

検定を実施し（冬期のなわ

とぴ、現在実施中）合格伐

を与えるようにした 。 （技

能ー水色、体カービンク色

の代状）

・業間時、自由時、正課体育

時と随時検定し、全校では

R 前期の結果

種 曰

オットセイ歩

年
片 足 跳

蛙 倒 立

腕立伏臥屈伸

鉄棒ペダル
年

蛙倒立

腕立伏臥屈伸

肋木片手片足
年

にわと り倒立

A B 

80% 8% 

゜゚51 13 

82 ， 
70 7 

70 10 

44 ， 
84 7 

42 7 

C 種 目 A B C 

6% 
四

腕立足首保持屈伸 32% 21% 15% 

22 
年

肋木背而屈膝懸垂 97 

゜゚11 にわとり倒立 37 3 7 

4 
五

腕立伏臥脚屈膝 8 3 31 

7 腕立仰臥脚斜上挙 71 10 8 ， 年 腕立伏 臥手拍子 33 23 22 

17 
~ 

腕立伏臥脚屈膝 23 11 36 

4 ノ‘
腕立仰臥脚斜上挙

゜゚ ゜5 
年

腕立仰臥手拍子 24 31 4 

検定週を、前期 ・後期の最． 雨天時室内の内容 (2年生の例）

後の週に実施した。

⑥考察と ま とめ

• 総月lj第 3の「体育」の項に

より、体力向上の方策とし

ディップペ
ダルこぎ

仰臥上体お
こし

プリッジ

A 級

1分間
100回以上

1分ltll
30回～

腕が伸ぴて

前 後

14% 34% 

4 25 

72 81 

B 級 前 後 C 級
削~. 

後

80 - 99 30% 35% 79 以下 46% 31 % 

25 - 29 21 28 24 以 下 75 47 

頭が床から
18 14 頑がつく 10 5 

はなれて

て、教科以外から、業間時 ⑥ 研究の成果から （※参考のために） ↓

を中心にとり〈んできたが

実施する内容や場の設定を

することと、全校をあげて

の意欲的な態度によって 、

かなりの効果をあげてきた。

・体力（がんばり） コース、

技能コースについては、基

準内容の再検討が必要であ

る。特に筋力、調整力を養

う種目についての関連性を

児童の実態のうえから考慮

して吟味することが必要て

ある 。

・児童が自主的にとり〈む場

を多 くす るために、登校後

の始業前の時間や放課後下

校までの時間の活用も考え

てい〈ことが必要である 。

・施設、環境構成の而でも、

児童がいつでも自分で評価

しながら練習できるような

効果的な場の設定を更に〈

ふうする必要がある 。

方

法

成

果

体力づくりのための日常実践活動

0検定制度の実施

・泳力検定

・縄とぴ検定

0体育I;1.境の整備と活用

・技能コ ース、体カコースの設定

・施設・設備の充実

0休み時間全児童が外に出て体力づくり

にはげむようにな った。

0到達基準が明確になっているので、子

どもが自主的に体力づくりにはげんで

きた。

0体力づ〈りの検定段階に興味と意欲を

もって活動している 。

0施設 ・設備が効率的に活用されるよう

になった。

0子ども相互が協力し助け合って体力づ

くりにはげむようにな ってきた。

0遊ぴにも変化が見られ、体力づくりの

ための到達目標に向 った努力が多くの

子どもに見られるようになった。

技能向上のための学料指導

0領域別指it:J,細案（カ ード）の作成

（器械運動）

0学年体Ti'指＃計画の作成

0水泳指;r,,細案（カ ー ド）の作成

0次案形式のためその時間の指i/:/,系統や方

法が明確になっており、特につまづきの

原因となるべき点が明示さ れているので

指導が容易にな った。

0学年体村の指導内容が明確になり、系統

的な指導のつみがさねができるようにな

った．

0学年体育時における学年内教師の役割分

担が明確になり、効率的な指導ができる

ようにな った。

0各段陪における個に)!I]した指i!l,がくふう

されるようになり、個々の子どもの技能

に芳しい,,り上が見 られるようになった。

（特に泳力、器機述動で）
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「健康安全の保持増進を図るための

環境づくり を目 ざして」

I. 地域の概況

小林市は県の西南部に位置し、霧島屋久国立公園え

ぴの高原の麓にひらけた田園都市である。 日向の高千

穂峰（曾褒里能邪麻～古事記）を朝な夕なに仰ぎみる

天孫降臨神話の故郷でもある。校区は、えぴの高原へ

至る国道沿いにあり、農家25%を含む市街地の学校で

ある 。農家は水田稲作が中心で、酪農のほか、ぶどう

なしなどの果樹園芸が行われている 。市街地の商店や

会社、工場は、ほとんどが中小企業である 。

2. 当面の課題

(1)本校児童の問題点

〇 いわゆる 町場の子どもで一部に勤労を嫌う面が

見受けられる 。

〇 物を祖末にする傾向がある 。

〇 礼儀正しさに欠ける 。

〇 根気強さ、忍耐力に欠け るとい ったこと等が挙

げられる 。

(2浮校をとりま〈環境の問題点

〇 どこも同じ、モーター リゼー ションの影響で交

通事故の危険性が増してき た。

〇 上記にともなう排気ガス、また本校は国鉄吉都

線と南に接した酒造工場の引込線にはさまれ煤煙

に悩まされている 。

〇 校舎北側の道蹄を大型車が通るようにな り、騒

音といった公害もでてき た。

〇 当地方は、火山灰土壌地帯で冬の西風が吹くと、

ひどい砂ぽこりで、昨年度までは、結膜炎の児童

が30%とい った実情であった 。

(3随たる教育目標をうちたてる 。

子どもの実態、 地域の実情に即 して

〇 めざす児童像

宮崎県小林市立南小学校

保健主事 留野禎次

・ねばり強くやりぬ〈子（根性）

• よく考えく ふう する子（創造）

・れいぎの正しい子 （規律）

〇 めざす教師像〈省略〉

〇 めざす学校像

• 美しく、明るい学校（環境が教育的に整備され

子どもた ちの生命が躍動している学校）

• 静かな学校（学校全体に落ち着きがあり、学習

にうちこんでいる学校）

・きぴしい学校（秩序と節度に満ちている学校）

0 本年度の努力事項

• 思考創造活動を活発にする 。

・校内環境化の推進につとめる 。

・体力づくりを促進する 。

• 安全歩行を徹底する 。

3. 問題解決への実践

(1) 学校長の抱負

・健康な学校をつくりたい。紙くず一枚木ぎれ一

つ落ちていない。隅々まで健康的配慮の行きとど

いた学校にしたい 。

• 野性味あふれる学校にしたい。静あり、動あり、

心身ともに躍動する学校でありたい。

・きぴしい学校でありたい。児童と教師が火花を

ちらして魂と魂をぶっつけ合う心の学校でありた

い。と

(2) 南小の実践例

・保健主事は毎朝 7時40分には登校し校庭、諸施

設の巡視点検を実施している 。

• 業間体育、 2校時終了後の20分間をこれにあて

ている 。 5月から 11月にかけて男子は素足、上半

身裸ではしゃぎまわ っている 。もちろん女子も素

足に薄着である 。特に冬の健康安全については、

昭和44年度から制服を指定し、冬も半ズポン、下
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着は 2枚以内としている 。皮膚の抵抗力をつける

ために乾布まさつも実施している 。霧島おろしが

吹く冬は零下 7度前後になることがあるが年間続

けている 。

・遠望訓練、業間体育の前後にこれを実施し視力

の回復につとめて いる。

・雨天時体操、雨天の際放送を通し各教室で実施

している 。

・自校体操、業間体育、体育大会等で実施してい

る。

・当校では比較的過保護の家庭が多く 、気力に欠

ける児童があるので、体力づくりを通して気力づ

くりに努めている 。子どもの健康は、心の面の比

重が非常に大きいようである 。

(3) 建康安全な環境づ〈り（環境緑化）

「黄金の60年代」と 呼ばれた1960年代は科学技

術の進歩発展で、人々の生活は豊かにな ってきた

が、気がついてみたら環境破壌、公害とい った社

7. 環境緑化の現況および管理の状況

会問題をひきおこしており、 「緑と太陽」をキャ

ッチフレーズに した宮崎県にも、近年急速にこの

種の問題が現われて きた。当校は、よそに比べる

とまだ恵まれてはいるが、前述の砂ぼこり、風下

では洗濯物も干せずに苦情が出たり、児童の結膜

炎の問題、 交通事故の心配、煤煙、排気ガス、騒

音とい った公害、このような環境か ら子 どもの健

康や安全を守るための方策がP. T. Aや職員の

間で検討された。

• 学校長の「私たちは、過去本校で学んだ多〈の

教師や児童の逍志 と遺産を正しく継承するととも

に、更に私たちが現在実践していることが50年後、

100年後本校で学ぶであろう多くの児童や教師に

喜ぴをも って迎えいれられるよう、精い っぱいの

努力をつくそうではないか」を合ことばに、健康

安全な環境を創り出す計画を樹て次々に実践を重

ねてきた。

小- 緑 化 配置図

----
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〇 環境施設の整備については

・全体構想をもとにして調和のとれた施設とした 。

• 平面的な敷地をできるだけ立体的多面的に活用

できるよう配慮した 。
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・学校 ・PTA 児童が一体となり、企画、推進

運営につめとた。

・施設の造成にあたっては、教師、父母、児童の

アイデアを生かし、作業は、教師、父母、児童の

奉仕作業とした 。

• 各施設や一木一華にいたるまで、それぞれ意義

をもたせ学習に役立つものとした 。

〇 校庭全面の芝生化 防塵、防砂、結膜炎の対策

あわせて、気温、照度の調節、霜どけ防止のため、

児童、職員の作業と父母の奉仕により、 トラ ック

を残したほかは、全面芝生化した 。現在では緑の

ジュータンの上で子どもたちは元気い っぱいとぴ

まわ っている 。

〇 運動場の立体的造成と学校全体の緑化

従来ほとんど利用されな かったり、不潔になり

がちだった所を公園化した 。

• 総合築山 運動場南側にそぴえる高さ 3.5 m、

底面梢200m 2の丘、南側垂直の面は、ロ ッククラ

イミング、北側斜面は、自然木を利用した滑り台、

危険防止のため古タイヤを埋めこみ、赤、黄、青

などの色彩を施し緑の芝生と調和している 。

―-------

｀ 
ヽ 隅

・白像公園 卒業生の思い出作業で作った白像を

おき土を盛って丘をつくり、いろいろな樹木を植

え憩いの場としている 。

• 林間教室 学校のシンポル樹プラタナズの木陰

を利用し、机、こしかけを配置し、給食、読書に

また、憩いの場として 利用している 。

・白萩道路 1日女学校時代の「白萩会」の記念樹

として 100mの道蹄を作っておる 。

・心字の園 心の字の形に丘をつくり、師魂（教

師）根性（児童）慈愛（父母）の三つの丘、すな

わち根性のあるた〈ましい人間形成の顔いがこめ

られている 。

• 野鳥の森 野鳥の愛護をねらいとして校内に野

鳥をよ ぶために、実のなる木、給餌台、給水場、

砂あぴ場、巣箱を設罰し、野烏の観察と愛護に役

立てている 。

・小魂碑の丘 小動物の、れいをなぐさめ、なき

がらを葬り、子どもたちの愛情心を培う場所とし

ている 。

• おはよう草とり 毎朝登校と同時に除草、もち

ろん師弟同行の自主的作業。

(4) 地域社会 PTAとの協力

毎月学校新聞「プラタナス」と「保健だより」

を発行し一般家庭の保健教育に対する啓蒙に努め

た。

• PTA事業財政部ではパザーや洗剤販売などで、

年間60fj円をつ〈り、全面芝生化や造成に協力し

てもら っている 。教師も会員の一員であるので土

曜日の午後や日曜日の奉仕作業には積極的に参加

している 。その他、登下校の世話、親子歯みがき

運動、各部落への運動場、プール、体育館の開放、

また花い っぱい運動の滲透も図っている 。

(5) 校医団の協力

学校保健委員会は 4つの専門部で構成している

が、その中の校腐団は、校医 5名、眼科医 1名、

歯科医 1名、薬剤師 1名計 8名で、会の内容に直

接関係ある校医の 2名以上は常に参加していただ

〈態勢をと っている 。そして、専門的立場から協

力を願っている 。給食にビタミンの補給としての

肝油をとらせ心身ともに健やかな子どもを育てる

ようにとのご指森もいただき、全児童服用している

4. まとめ

環境破壌や公害は、現代の最大の問題である 。



11

よい環境こそが、子どもたちの体力づくりの

基盤 であろうし、またよい環境をこれからの世代

に遺産としてわたすことは、我々の買務であろう

と思 って今日まで歩みを続けてきた 。健康優良学

校県一位の栄昏は、人命尊重の立場に立って、全

人教育を 目標とし、教育の基盤であり、教育その

ものである学校保健を、この道のペテランである

学校長を中心に、全職員、全児童、父母およぴ校

医団の三位一体とな った、チ ームワーク のたまも

のと考える 。これを契機に、先輩たちが守り育て

てきたものを遺産として正しく受け継ぎ、さらに

我々の手で、緑の環境を創り、後世の人に伝えた

いと念願している 。

~ 「人間性豊かなたくましい子 ども」

を育てる大i州の健康教育

t
J
 

新潟県柏崎市立大洲小学校

保建主事 与口 義雄

I、本校の概要

〇 児童数556、学級数17、精蔀学級 1、

職員数 男 10、女14

0柏崎市の北西部、日本海に沿って延ぴる丘陵地と、

その後脊地一帯が校区で約 1.700戸の住宅がそこに

点在する 。

名勝番神堂、番神岬の観光と、開港指定を受けた

柏崎港に地域発展の夢がかか っている 。

地域内の産業は、鋳造所、鉄工所の 2.3を除い

て目にとまるものもな〈柏崎市の都市化現象から住

宅地として変わりつつある 。しかし、かつて幾多の

英オを生んだ教育の伝統は今に受けつがれて、地域

住民の学校教育によせる期待は極めて大きいものが

ある 。

〇 児童は明る〈行動的であるが、自主的な判断力が

やや甘〈、慎重さがたりない。ことに、ものごとを

根気強〈最後までやりとおすねばり強さを欠き、と

か〈ことの易きにはしりがちである 。そこで、よ〈

考え合理的に判断し、正しいと思うことは進んでや

りとおす実践力を育てることが課題である 。

II、教育活動10年の歩み

昭37 前年第二室戸台風によ って倒壊した校舎の新

築なる（市内唯一の鉄筋校舎）

41 県よい歯の学校準県一位優秀校

42 県よい歯の学校準県一位優秀校

学校給食指森の研究で県表彰

43 県よい歯の学校準県一位優秀校

子ど も郵便局、大蔵 ・郵政大臣宜受賞

44 全日本よい歯の学校 5年連続賞受貨

県よい歯の学校優良校受賞

県準健康優良校受賞

45 県準建康優良校受賞

全日本よい歯の学校、県よい歯の優良校受賞

46 文部省指定道徳教育研究校として全国発表を

する 。

学研教育賞（道徳教育）受賞

県健康優良学校、ょい歯の優良校、全日本よ

い歯の学校受賞。

花い っばい運動優秀校

47 県健康優良学校、よい歯の優良校

花い つばい運動優秀校受賞

皿、本校の健康教育の特色

1. 「人間性豊かなたくましい子ども 」の育成をめざ

して。

子ども が学校で、明る〈、楽しく、生き 生き と活

動している姿、これが学校教育のねらいであ り、即

健康教育のねらいであるともいえよう 。毎日の学校

生活に生きがいを持っている子は、き っとからだに



12

病気がなく、心にかげがなく、友だちとほんとうに

仲良〈や っているであろう 。

このような考えから 、健康教育は全教科全領域で

全人的な指導がなされなければならない。

その実践にあた っては、 ～する健康教育、行動

する保健活動であ ってこ そ、 子どもが生き生きと活

動し、家庭へ地域へと波及していくものである 。

全職員が地域と一体とな って、教育目標である、

「人間性豊かなたくましい子ども」の育成をめざし

て、ひとりひとりの子どものその子なりに生きがい

をうんと伸ばしてやろうと努力している姿が本校の

健康教育である 。

2. 教育目標達成の基盤としての健康教育

(1) 健康教育指導重点

0自分のめあてをきめて体力づくりをさせる 。

0健康的良習慣の徹底をはかる 。

〇保健環境の整備と安全確保につとめる 。

(2) 実践努力点

0指導計画の整備と学級での指導徹底。

0体力づくりの日常化（第三体育のプログラム化）

0健康強調週間の設定（毎月）

0交通安全対策の徹底（毎月）

0施設設備の安全点検（毎月）

(3) 重点目標達成のために

上の指導重点達成のために、どの領域分野で具体

的に行動ができる かを次の観点で考え指導計画がな

された 。

イ、各学年の目標と具体的努力事項によるもの。

ロ、教科、 道徳によるもの。

ハ、特別活動、生活指導によるもの。

保健指導

二、保畔導各部 ¥::::

環境構成によるも の。

ホ、学校保健委員会を通じて、地域の保健活動との

協力をはかるもの。

以上のように、全領域にわた って健康教育は教育目

標達成の甚盤をなすものとして計画され、健康優良

学校へ応募することによりその実践の評価を受けよ

うという立場に立っている 。

3. 特色と 考えられる実践例

(1) 保健指消

〇よい歯の学校運動

全日本よい歯の学校 5年連続買も受けている本校

では、朝晩の歯みがきを忘れないための歯みがきカ

ード 。給食後のプクプクうかい。虫油予防週間の各

種行事、フロキシンテスト、よい歯の学級表彰など

の〈ふうをこらして治療率98%強の成果もあげてい

る。

0ハンカチニ枚運動

健康的良習慣を身につける一助として、常にハン

カチを 2枚用意して、用便そ の他の時の手洗い用ハ

ンカチと給食前の手洗いのハ ンカチの 2枚を持って

清潔に注意する習慣をつけている 。

(2) 体育（体力づくり）

なわとぴ級別表

教科の体育や業間体育、課外体育などいろいろ工

夫をしているが、 一年を通して、どこででもできる

なわとぴ運動に全校で取り組んでいる 。

20級から 5段までの細かいグレードに分けられた

カードを全校児童が持って、学年をぬきにして自分

の実力どおりに級が進めるようにな っており、 6年卒

業までに最低で 1級を目指して楽しんでやっている 。

(3) 道徳教育の重視

心の健康は人間にと って何にもまして重要なこと

がある 。

本校では子どもの情操を大切にして道徳教育にと

り組んできた が、昭和44年文部省の研究指定を受け

て以来、特に子どもの生活を重視した道徳教育をと

りあげ、日常の生活の中で「どうしてもそうしない

ではいられない気持ち」を育てることを目標に実践

してきた 。そのため 1主題 2-3時間による指溝の

展開などユニークな問題を追求して、全国の特色あ

る研究校の中に紹介され、 学研教育賞を受賞してい

る。

(4) 青少年赤十字 (J.R. C)活動

道徳教育が主に心情・ 情操の高揚を目指すものと
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するならば、特別活動は、それを実際の行動に具体

的に表わす重要な場である 。

本校が子どもの自主的・積極的活動を育てる一つ

の方法として十数年来 J・R・Cに加盟し、児童会

と表裏一体の活動を行な っているねらいはそこにあ

る。

J・R・Cは心身共に健康であることを強調し、

健康、奉仕、親善の目標のもとに、日常活動の中で

これらの目標をトレーニングする場も多い 。広い意

味で助け合い運動に参加することによ って他人の建

康にも関しを持ち、どうしても何かしてあげたいと

いう気持ちを行動にあらわすようにな ってきている。

例えば、古切手を集めてネパールの友だちを救う

運動や、親善アルパムの交換、小さな親切運動の実

行などがあげられる 。

(5) 花い っぱい運動（環境構成）

学校は教育の場であるので、最善を尽された環境

が準備されなければならない。

それもただ与えられたものではなく、子どもと教

師、親が共につ〈りあげていくなかに意義が見出せ

る。

私たちがねらうあるべき姿は、草花が咲き乱れ、

小鳥がうたい、小動物がいきいきと生活する環境で、

子どもたちが活気にあふれ、健康で安全な生活を送

る日々である 。

そこで、子どもたちが 1人 1鉢の花を育てる活動。

学校花だん、学級花だん、さし木園づくりとその世

話。魚の飼育、にわとり・うさぎ ・小烏の世話など

の活動が行なわれている 。

その結果が認められて、花い っぱいコンクールで、

新潟県の優秀校として、 46、47年と連続受賞してい

る。

(6) 健康センターとしての保健室

〇 保健室は全校の健康センターとしての機能を持

つことが重要である。単なる治療や休養の場でな

くするためにいろいろくふうをしている。

清潔であたたかいふん囲気を持たせるための室

内の装飾や、休養コーナー。また、子どもたちが

いつでも気軽に来て自分の健康について話し合え

る、相談コーナー、測定コーナーも設けてある。

保健主事、養護教諭を中心に児童保建委員が常

に軽度の治療や相談活動を行な って いる 。

歯の検診台や各休養ペ ッドから直接教務室へ通

じる呼ぴ出しペルなど施設面でのくふうがなされ

ている 。

〇 保健室のもう 一面の機能として保健指導資料の

供給センタ ーである 。本校は特に歴代の養護教諭

の努力により永年の資料が分類整備されており、

各月の指導目標に、調査統計に、掲示などにすぐ

役立つようになっており、建康優良学校の実地審

査にあたられた先生方も本校の大きな特色の一つ

としてあげられた 。

N、おわりに

本校の健康教育の特色と思われるものを述ぺてき

たが、どこの学校でもやっていることが多く、特色

のないことが特色かも知れない。しかし、教育目標

を目指して、あらゆる面から全力投球をしているな

ら、その学校経営の評価を健康優良学校に応募する

ことによって問うてみようといわれた、初めて応募

することをきめたときの校長のことばを思い出すの

である 。
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本校は、明治 8年に創立し90余年の歳月を経た今日

兵庫県北部で鳥取県境にほぼ近〈位置し、恵まれた環

境につつまれて近隣に誇りある近代美の四階建鉄筋コ

ンクリートの新校舎が田園の中に建築され、その施設

と設備は現代の教育に申し分のない立派な本校です。

現在、児童は 369名、 14学級、職員19名で、近年年

々児童が減少の傾向をたどり、過疎現象をきたしてい

ます。

本校の健康教育

兵庫県の健康教育の目標にも‘た〈ましい体とゆた

かな心、と大き〈あげられているように体位向上と体

力づ〈り、それに並行して豊かな心を目標に全職員、

育友会と、 地域 ぐるみで取り組み、四季を通じて綿密

な指導計画をもとに地域の実態に即した指＃を毎日つ

づけています。

特に、冬季は積雪 を見るので戸外での雪上運動に重

点をおき体力も向上しつつあります。本年度本校でと

〈に努力している具体案をのぺますと、

04月当初から積雪 を見るまでは、年間毎日始業前の

時間に全員で運動場を雨天以外は登校した児童が自主

的に走るようにしています。月末には全校マラソン大

会を開催し成績を記銀し、年間を通じ向上の著しい者

は表彰することにしています。

月別学級マラ ソン実施表

日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1314 1516 17 18 19 20 

躍日 月火 水木 金土 日月 火水 木除 土日 月火 水木 金土

和 11五郎 10 Ox ／ xx /<)
山田一郎 xo 

＾^ 
00 18 X ヽ で） X X I X ~,-. 

、~、

日中一郎00 ＾^ O"' ／に）o- ~ )J 一~ ,_ I r,~ ヘ

／ ／ 

／ ／ 

／ ／ 

自分の手で走った日は0印、走れなかった日 X印、雨の日／印
を記入する 。

本校の健康づくり

兵庫県美方郡美方町立小代小学校

養 護教諭辺見宏子

〇 プールで水泳

完備されたプールでは、低学年用高学年用の二か所

のプールがあり、学年毎に時間割を組んで、水に親し

み水泳指導 を行ない、夏やすみ中も日曜以外は父兄の

当番制で部落毎の割当てで使用しています。プール開

き ・水泳大会等も開催しています。

0クラプ活動

クラプは児童の希望により編成し、 5年生 6年生は

全員がいずれかのクラプにはいり、週一 回と放課後練

習をつづけております。

卓球クラプ 簡易パスケ ッ トクラプ

ソフトクラプ 陸上競技クラプ

パレークラプ

0冬のスキー

積雪豊かな当地では、ウインタースボーツの代表で
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あるスキーに全力をそそぎ、体育時間を利用し週一回

実施しています。学校の近くに設営されているスキー

場を活用し、中学校・高等学校で、他校に勝るスキー

選手も、多くは本校の出身者であります。

0給食指＃を通して

本校では、給食問題にも力を入れ、学校だけでな〈、

育友会保健部も本年度努力目標として、体力づくり問

題にとりくんでいます。

家庭料理講習、栄養指森、講演会、野菜栽培の指導

と種子のあ っせん等、児童は学級園を持ち草花の栽培

につとめ、労慟を通しての健康づ〈りに努力していま

す。

また肝油を奨励し 、希望者だけ定期的に服用 してい

ましたが、 父兄の希望により現在では全員が毎日給食

時に服用しています。

0保健面では

本校の体格平均は次の図で現わし比較しています。

身長

体重

全国平均

ー・ー•一 — 県平均

••…------- 本校平均

全国平均をひし形にし

学年毎、男女別に分け

て作成し配布していま

す。本校では、全国平

均を上まわる学年は 1

年、 4年、 6年で約半

数あります。

委員会活動を通して自主的に健康生活の習慣形成を

身につけるよう呼ぴかけ指迫面においても、年間指導

計画を立てて全教科を通し目が行きわたるように配慮

し健康づくりに努めています。

0健康診断結果異常者は

生活委員会

図書委員会

体育委員会

保健委員会

科学委員会

広報委貝会

う歯97.6%、近視15%が大半を示し予防対策治療の

徹底にも校医 • 町衛生課の協力をいただき、家庭への

啓蒙をはかり、つとめていますが時代の流れと共に疾

病異常も変化してきているようです。

ムシ歯予防週間に

はみがき訓練をし、カラーテスターを使用して口腔

衛生指導に力を入れています。児童委員会ではポスタ

ーを書いて掲示しています。給食のあと必らずうがい

をするようにし口腔衛生のために習慣づけています。

近視予防、仮性近視の回復には

学期毎に全児童の視力けんさをし、0.9以下に低下し

ている児童に対しては、家庭連絡をと り専門医師の精

密検査を受けるよう勧告すると共に、

水晶体運動 1のプリント配布と実施をし、
望遠訓練 目の使い方姿勢等にも注意

グリグリ 体操 しています。

声 ~: 「t竺に;~.:.
i~ ニニei>を交互に見つめる 。

Sm 

邑.......・・・・・・..・・・・遠〈のけしきを 3分間つ

づけてながめる 。

（毛様体筋の緊張をやわらげる）

Iグリグリ体操 1 ・ ① ~ ジ ~ 

0その他

② ~'0 
③ ~ ヽく.>J
④ .:::> C,  

← → 

・衛生検査等による健康生活への習慣づけ、保健行事

にともなう事前指洪は、担任が行ない一校時始業前は

学級指導時間20分間あり健康観察等も行ないます。

• 保健に関するボスターを児童たちに書かせ、校内掲

示板に掲示し意識を高めるようにつとめております。

• 欠席数は職員室の一覧表に記入して、原因を確認し

届け出は必らずするように病欠の場合は、各家庭に有

線電話器が設置されているので家庭訪問ができない遠

距離の児童の場合には電話により連絡をと っています。

附記

健康を叫ぴながら、各学校には、その専門職貝であ

る養護教諭が配罰されていない学校が多〈あります。

私は絶対に一校一名は必要だと思い全校配謹を念願し

ております。

養護教諭戦務の認識を得るためにも、また健康教育

の意識を高めるためにも、私たち、郡養教グループで

‘子どものからだ、についての衣料を作 り、蓑教の配

置されていない学校にも配布しそ の必要性を力説して

います。
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